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「個の力」と「チームの力」 
校 長 川﨑 一範 

 校庭の木々の芽もふくらみ始め、春の訪れを感じる季節となりました。この一年間、本校の教育活動に温

かいご理解とご支援を賜りました保護者の皆様、地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

子どもたちは、この一年で大きく成長しました。学習では、難しい問題にもあきらめずに挑戦し、友達と

考えながら理解を深めてきました。運動会や展覧会、校外学習など、一つ一つの経験を通して力を合わせる

大切さを学びました。うまくいかないことに出会っても、仲間と励まし合いながら乗り越えようと努力して

きました。 

さて、今週から野球の世界一を決める大会である ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）が始ま

ります。前回大会では、侍ジャパンが世界一に輝き、日本中が歓喜に包まれました。チームの中心となった

大谷翔平選手をはじめ、選手一人ひとりが自分の役割を果たし、仲間を信じ、最後まであきらめない姿は、

多くの人に勇気と感動を与えてくれました。前回の WBC の戦いから学んだことは、「個の力」と「チーム

の力」の両立です。一人ひとりが自分の持ち味を磨き続けること。そして、仲間のよさを認め合い、心を一

つにすること。その両方があってこそ、大きな目標を達成できるのだと改めて感じました。 

これは、学校生活にも通じます。子どもたち一人ひとりには、それぞれ違ったよさや可能性があります。

計算が得意な子、絵を描くことが好きな子、人の気持ちに気づける子、こつこつ努力を続けられる子。その

どれもがかけがえのない力です。そして、その力が学級や学校という「チーム」の中で生かされるとき、よ

り大きな成長へとつながります。 

保護者や地域の皆様には、日々の見守りや励まし、学校行事へのご協力など、さまざまな形で子どもたち

を支えていただきました。子どもたちが安心して挑戦できるのは、皆様の温かな支えがあってこそです。本

当にありがとうございました。 

  

令和８年 ３月 ２日（月） 

三 鷹 の 森 学 園        

三 鷹 市 立 高 山 小 学 校 

校 長  川 﨑  一 範 

～ 学校からのお知らせとお願い ～ 

①令和７年度の学校徴収金（教材費）について 
今年度も、学校徴収金の円滑な納入につきまして、ご理解とご協力をありがとうございました。 

現時点で残高不足等により教材費が未納となっているご家庭につきましては、現在、事務室からご連絡を差

し上げ、未納金額等についてのお知らせを個別にお渡ししております。 

該当される保護者の方は内容を必ずご確認の上、至急、学校口座へ未納金の振り込みをお願いいたします。 

１件でも未納金が発生しますと、業者への支払いが滞り、来年度の教材の購入ができず、学校の教育活動に大

きな支障をきたします。未納金の納入につきまして、早急にご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

なお、６年生、及び３月で転出する児童の保護者の皆様につきましては、今後、返金等をする場合がございま

すので、登録口座は５月いっぱいまで解約をされませんようにお願いいたします。解約される場合は、６月に入

ってからお願いいたします。皆様のご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。（事務室） 

②落とし物について 
 学校に置き忘れられた傘や、持ち主不明の落とし物等は、毎学期末に一斉に処分することになっています。

現在ある落とし物については、令和８年３月２３日（月）をもって廃棄処分にいたしますので、ご了承くださ

い。傘は児童昇降口の傘立てに、落し物は職員室前（本校舎２階）にありますので、お心当たりのある方はご

確認をお願いします。廃棄処分後は返却できませんので、十分にご注意ください。 

③就学援助の申請方法の変更について 

令和８年度より、就学援助の申請が電子申請（二次元コードの読み込み）でも可能になりました。申請方法

は新年度の４月に配布する「就学援助のご案内」をご確認ください。なお、これまでどおり、紙の申請書によ

る申請も可能ですが、申請書の配布は希望された方のみとなります。詳細は４月にお配りする案内をご確認く

ださい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３月～４月はじめの行事予定 ＞ ※変更になる場合があります。 

 

 

３月 ２日（月）安全指導 児童個人面談 

ＡＬＴ集中配置日（６年）              

   ３日（火）保護者会（１・６年） 

        たてわりお別れ会 

   ４日（水）６年生を送る会 クラブ A 

地域未来塾 

   ５日（木）委員会 火曜日課 

        三中生訪問 

   ６日（金）保護者会（２・４年・わか竹） 

        卒業・進級を祝う会（わか竹） 

        卒業式練習（５・６年） 

   ９日（月）保護者会（３・５年) 

        感謝の会（６年） 

  １０日（火）全校朝会 

        学校熟議（５・６年） 

卒業式練習（５年） 

３月 １１日（水）クラブ B 

卒業式練習（６年） 

１２日（木）卒業式練習（５年） 

   １３日（金）卒業式練習（５・６年） 

   １８日（水）感謝清掃（６年） 

   １９日（木）卒業式練習（５・６年） 

   ２０日（金）春分の日 

２３日（月）卒業式予行(５・６年) 給食(終) 

 ２４日（火）修了式 卒業式準備（５年） 

 ２５日（水）卒業式  

 ２６日（木）春季休業日（始） 

４月  ３日（金）新６年生前日準備 

  ５日（日）春季休業日（終） 

６日（月）着任式・始業式 入学式 

～３月のめあて～ 

生活  

１年間のまとめと反省をしよう。 

保健  

１年間の健康生活について、ふりかえって

みよう。 

安全  

安全な生活についてのまとめをしよう。 

今年度の研究の成果について 

 研究推進部 主任教諭 

 今年度は、研究主題「自分の考えを表現できる児童の育成～国語科「読むこと」における言語
活動の充実を通して～」について研究してきました。児童一人一人が自分の考えを表現するため
の手だての工夫について考え、全学年で研究授業を行いました。ワークシートの工夫、掲示物、
視点や話型の提示、サイドラインや思考ツールの活用、活動の明確化など、本研究で講じた様々
な手だてにより、一人一人の児童が自分の考えをもち、表現する姿が見られました。また、個別
最適な表現方法を取り入れたことで、考えを自由に表現しやすい雰囲気が生まれ、安心して自分
の考えを表現できる児童が増えてきています。 

まだ課題も多くありますが、来年度も引き続き、児童の思いを大切にしながら、「自分の考えを
表現できる児童の育成」を目指して研究を深めていきたいです。 

～４月のめあて～ 

生活  

新しい学年の計画を立てよう。 

保健  

手洗いをしよう 

正しく健康診断をうけ、自分の体を知ろう 

安全  

登下校、廊下や階段、オープンスペースで

の安全を考えよう。 

 

ＱＲコード対応機器で、左のＱＲコードをカメラで読み取ると、 

学校ホームページに簡単にアクセスできます。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生  

今年の 1 年生は、平面作品「うちゅう人がやって

きた」「のってみたいな、いってみたいな」、立体作品

「もみがみようかい、大しゅうごう」を制作し、展示

しました。 

もみ紙では、何度も画用紙が破れそうになるのを

修正しながら紙を柔らかくし、抱きしめたくなる作

品を仕上げました。平面はどちらも選び難いほど、力

作が完成し、満足げな笑顔があふれる展覧会でした。 

  

 

３年生 

３年生は平面作品「魔法の種」「森の美術館」、立

体作品「光の万華鏡」を展示しました。 

平面作品では、絵の具とともに紙粘土や葉っぱ

を使い、想像力を働かせた作品ができました。 

立体作品では、光を当てると色や形が綺麗に見

えるように工夫して取り組みました。 

他の学年の作品も鑑賞し、目を輝かせる様子が

印象的でした。 

 

２年生 

平面作品「ふしぎなたまご」「お話から生まれた

よ」、立体作品「まどをあけたら」を展示しました。 

平面作品は、卵から何が生まれるか、自分だった

らどんな帽子がほしいか、と楽しく想像を膨らま

せ、工夫して表現しました。 

立体作品は、初めて使うカッターに緊張しなが

ら、慎重に思い思いの窓を開けていきました。 

2年生にとっても初めての展覧会、目を輝かせて

鑑賞する姿が印象的でした。 

わか竹 

平面作品「恐竜のお散歩」、立体作品「ランプシ

ェード」を展示しました。 

ランプシェードは毛糸をネットに編んだり、光

とり紙を重ねて貼ったり、根気のいる作業にコツ

コツと取り組みました。 

恐竜の版作りは、刷り上がりを想像しながら、

体のパーツや模様を付けました。個性あふれる恐

竜が、楽しそうにお散歩する作品になりました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５年生 

平面作品「名前の道」「ジャングルの生命」、立体作

品「ひみつのすみか」を展示しました。 

平面作品は色にこだわりました。何度も重ねて塗る

ことで色の濃淡を表現したり、色の移り変わりを鮮や

かに表現したり、思い思いの色を出すことで、納得の

いく作品に仕上げました。立体作品では、糸鋸やヤス

リを使い、木の良さを生かせるように組み立て、自分

だけの秘密基地を完成させました。 

最後には、展覧会の片付けを５年生で引き受け、し

っかりと成し遂げました。学校全体のために働く経験

を経て、最高学年に向けた準備も進められました。 

６年生 

平面作品「大空シルエット」「くつのデッサン」、立

体作品「未来のわたし」を展示しました。小学校生活

最後の展覧会では、これまで図画工作科で学んできた

技法を生かして、一人一人が見ごたえのある作品を仕

上げました。 

６年生は、「子どもガイド」も行いました。参観して

いる保護者や地域の方々に、作品の制作エピソードな

どを紹介し、ギャラリートークを楽しむことができて

きました。まるで美術館の学芸員のように、参観され

た方と笑顔で会話を弾ませながら、各学年の作品のよ

さを伝える姿が大変立派でした。 

４年生 

平面作品「化石発掘」では、アルミホイルを使っ

て、本物の化石のような質感を工夫して表現しまし

た。「まぼろしの鳥」では、想像の世界の鳥を色鮮や

かに表しました。立体作品「発見！宝島」では、細か

なところまで形を工夫しながら、想像豊かな宝島を

完成させました。 

４年生は図工が専科教科になって初めての展覧会

でした。一人ひとりの思いや工夫がつまった作品を

展示することができ、たくさんの方に見ていただけ

たことは、子どもたちにとって大きな喜びと自信に

つながったことと思います。 

 


